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ＳＴＯＰ！ 

感染拡大 

―COVID-19― 

                   

 

北海道高等学校秋季テニス大会実施に向けて 

 

新型コロナウイルス感染予防対策 

（安全・安心な練習環境と大会運営を目指して） 

 

 

 

北海道高等学校体育連盟テニス専門部 

 

 新型コロナウイルス感染を防ぐには、日ごろの取り組みが大切です。また、終息宣言が出されていない

状況下で大会を開催するのは、主催者として（参加校・参加選手と共に）感染予防対策を講ずる必要があ

ります。新型コロナウイルスに関する官公庁及び医療関係者、日本テニス協会や北海道高等学校体育連

盟など関係団体の知見と対策を基に、北海道高等学校体育連盟テニス専門部としての対応策を取りまと

めました。 

 基本は「手洗い」「うがい」「マスク」で予防すること。更に「密閉」（＝換気の悪い閉鎖空間）「密集」

（＝人が密集）「密接」（＝近距離での会話）の三つの要素が重なるような状況を作らないことが重要で

す。これらのことを確実に実施しながら、安全で安心な練習環境と大会運営を行っていきたいと思いま

す。 

 ※コートの中ばかりでなく、学校や家庭での生活の中で習慣として身に付けなければならないことで

す。また、ここに触れていることがすべてではありません。日々新たな情報があり、刻々と状況は変化し

ます。みなさんで感染防止のために必要な取り組みを適宜盛り込んでいただくようお願い致します。            

 

（2020.7.01） 
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基本的事項（家庭生活で日々実行すること） 

◆体温のチェック 

  朝晩２回の体温を同時刻、同環境でチェックし、記録に残す。体温上昇が複数日続くと感染の恐れが

あるとされています。自己の基礎体温を知り、発熱の状況を早期から知ることが大切です。「熱がある」

「痰が出た」「鼻水が出た」など風邪の症状も、継続的に記録しておくと良いです。顧問の先生、家族

が確認してください。 

 

◆こまめな手洗い 

 ᵑ 効果的な手洗い 

   ※人が触れるものは、全てウイルスで感染されていると考えて対応してください。 

  ⇒基本的には、流水と石鹸で丁寧に洗うことが一番大切。手指用消毒液を使用する場合は、流水等で 

手洗いができない環境にある場合、補助的に用いて下さい。 

  ⇒石鹸は液体や泡のポンプから出す石鹸が望ましい。指先、手のひらのしわ、親指、指と指の間、手

首などを 30 秒程度かけて丁寧に洗い、流し洗いを 20 秒程度行う。手洗い後は、使い捨てペーパー

タオル等でふき取り、完全に乾燥させる。共有タオルは使用しない。 

 

手洗い 残存ウイルス 

手洗いなし 約 100 万個 

流水で 15 秒すすぐ 約 1万個 

石鹸等で 10秒もみ洗い後 

流水で 15 秒すすぐ 

1 回 数百個 

2 回繰り返す 数個 

 

ᵒ 手洗いのタイミング 

 ⇒外出から戻ったあと 

  （外出先の各施設等の出入り口に消毒液が設置されている場合は積極的に利用する。） 

 ⇒多くの人が触れたと思われる場所を触ったとき 

  （ドアノブ、椅子、ロッカーの取手、タッチパネルなど） 

 ⇒咳・くしゃみ・鼻をかんだあとなど 

 ⇒食事の前 

  （口からウイルスが入ることが感染の最大の要因） 

 ⇒ペット等の排泄物を取り扱ったあと 

 ⇒トイレを利用した後 

ᵓ うがい 

 ⇒外出から戻った後や寝る前には、うがいを行う。うがい液等を利用し、喉の奥まで洗浄を行う。 

◆マスク 

  ⇒人ごみに入るときは、必ずマスクを着用する。 

  ⇒熱中症の恐れがある場合は、早めの水分補給と体調を考慮しマスクの着脱を適切に行う。 
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◆環境消毒 

 ᵑ よく触れる場所（ドアノブ、照明スイッチ、リモコン、トイレのレバー、手すり）などは 1日 2回 

程度消毒する。 

 ᵒ カバン、バッグ、スマホやキーケースなども消毒する。 

  

◆換気 

  ⇒日中は 1～2 時間ごとに窓やドアを開けるなどして、部屋の空気の入れ替えに努める。 

  ⇒エアコンは室内空気の循環であるから、定期的に外気を取り入れるよう注意を払う。 

◆食事と睡眠 

  ⇒バランスの取れた食事、十分な睡眠を心掛ける。（免疫力を高める。） 

  ⇒食事中は、スマホ等に触らない。 

 

練習時 

ᵑ  選手本人や同居家族が、発熱や咳など風邪の症状や体調不良がある場合は、会場への立ち入りを 

禁止する。 

 ᵒ 保護者やその家族やチーム関係者などは、コートでプレイするとき以外は、大会会場内ではマス 

クを着用する。また、各個人がソーシャルディスタンスを確保する。 

 ᵓ 会場内では、必要に応じてこまめに手洗いを行う。チームは手洗いのハンドソープを用意する。ま 

  た、消毒用アルコールも用意する。 

（チームで用意できない場合は、個々の生徒に用意し携帯するよう指示する。） 

 ᵔ 手洗い後は、なるべく使い捨てのペーパータオルを使う。タオル・ハンカチの場合は、個々のもの 

  を使用し、共有はしない。 

 ᵕ コート内のベンチなど、多くの者が手にするものに対しては、練習前後に必ず消毒をする。また、 

共有で使用する道具は極力少なくし、共有する場合は必ず消毒する。 

 ᵖ 密閉空間でのミーティングや保護者の会合は行わない。食事は開放空間で行い、近接や向き合っ 

ての食事は避ける。 

 ᵗ 室内練習場の使用に際しては、様々なことを十分に配慮すること。 

 ᵘ アップや練習や片付けなど多くの場面で密集状態にならないように十分注意をする。 

 ᵙ 唾や痰を吐くことは行わない。 

 ᵚ 練習後は、速やかに手洗い、うがいを行う。 

 ᵛ 水分補給時は自分で用意した飲み物以外絶対に飲まない。コップ等の共用は厳禁。 
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大会時 

 ※移動並びに宿舎の環境確保については、最大の重要課題です。遠征による気の緩みも発生します。宿 

 泊施設では不特定多数の人が出入りするため、更に細心の注意が必要です。 

◆移動 

 ᵑ 公共の交通機関での移動は、換気や密集しないよう十分に気を付ける。 

 ᵒ 移動の際は最小限の人数とする。 

 ᵓ 席に余裕がある場合は、出来るだけ間隔を空けて座る。 

 ᵔ マスクを着用する。 

 ᵕ 必要最低限の会話以外は行わない。 

◆宿舎 

 ᵑ 日常生活同様、宿舎でも手洗い、うがい、消毒（家庭で行っている箇所は勿論）、換気を徹底する。 

 ᵒ 頻繁な部屋の出入りを控え、部屋及び施設内においてもマスクを着用する。 

 ᵓ 部屋に多数が集まり、談笑するなどの行為を禁止する。 

 ᵔ なるべく個室を利用する。大広間等で就寝する場合は、間隔を広げること。 

 ᵕ 外食はなるべく控える。 

 ᵖ 食堂内においても他の利用者との接触を極力避ける時間帯及び場所をセッティングする。極力、 

  一方方向を向いて食事をとる。 

 ᵗ ビュッフェスタイルではなく、なるべく個別の食事とするよう宿泊先と調整する。 

 ᵘ 食事前には、必ず手洗いを行い、食事中はスマホなどの他の物を一切触らない。 

 ᵙ 大浴場を避け、個室の風呂を利用する。 

◆試合会場 

 ᵑ 起床時、体温をチェックし記録表に記入する。発熱等体調不良の場合は、引率責任者の先生や監督 

  に必ず報告する。 

ᵒ 発熱や咳など風邪の症状がある選手、大会関係者や保護者は会場内への立ち入りを禁止する。 

 ᵓ 大会会場内に出入りする者は、マスクを着用する。（熱中症の恐れがある場合は、個々の判断でマ 

スクの着脱を認める。ただし、この場合は個々の間隔を 2ｍ以上確保する。） 

◆消毒液 

 会場内では、必要に応じてこまめに手洗いを行う。チームは手洗いのハンドソープを用意する。ま 

  た、消毒用アルコールも用意する。 

（チームで用意できない場合は、個々の生徒に用意し携帯するよう指示する。） 

◆本部 

 ᵑ 入室する者は必ずマスクを着用する。（熱中症の恐れがある場合は、個々の判断でマスクの着脱を 

認める。ただし、この場合は個々の間隔を 2ｍ以上確保する。） 

 ᵒ こまめに換気を行い、外気を取り入れる。 

 ᵓ ドアノブ、テーブル、椅子等の除菌を行う。 

 ᵔ 「密閉」（＝換気の悪い閉鎖空間）「密集」（＝人が密集）「密接」（＝近距離での会話）の三つの要 

素が重なるような状況を作らない。 
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◆選手待機場所 

 ᵑ 待機場所は、「密閉」（＝換気の悪い閉鎖空間）「密集」（＝人が密集）「密接」（＝近距離での会話） 

の三つの要素が重なるような状況を作らない、なるべく屋外とする。 

 ᵒ 食事等は、開放空間で行う。近接や向かい合っての食事は避ける。 

◆ベンチ及びコート 

 ᵑ ベンチの椅子等は試合前後に各チームで除菌する。 

 ᵒ 開始時の挨拶、オーダー交換、終了時の挨拶時は、全員マスクを着用し、大声をあげての挨拶を控 

え、握手はしない。 

 ᵓ 試合終了時は、選手間の握手、審判との握手は行なわず、しっかりと礼を行う。 

 ᵔ 円陣を組むなど密集状況を作らない。 

 ᵕ ダブルスで、インプレーでない時間の最小距離はラケットタッチできる程度までとし、会話は必 

要最小限の内容を短時間で済ませること。 

 ᵖ コート、ベンチでの咳やくしゃみは、腕等で口や鼻を覆う。 

 ᵗ ハイタッチ等接触することを禁止する。 

 ᵘ タオルなどは個人のものを使用し、絶対に共用をしない。 

 ᵙ 水分補給時は自分で用意した飲み物以外は絶対に飲まない。 

 ᵚ 試合終了後は、選手、審判は手洗い、うがい、水分補給を行う。 

◆観客（控え部員、保護者を想定） 

 ᵑ 発熱、咳、倦怠感、咽頭痛、嗅覚や味覚の異常がみられる場合には、会場への入場をしない。 

  ※自分を守るだけでなく、多くの仲間、選手を守ることの理解を徹底。 

 ᵒ 応援選手を含めマスクを着用する。マスクの持ち合わせがない人は、観戦を辞退していただく。（熱

中症の恐れがある場合は、個々の判断でマスクの着脱を認める。ただし、この場合は個々の間隔  

を 2ｍ以上確保する。） 

 ᵓ 観戦客及び応援選手は、極力前後左右 2ｍ（最低 1ｍ）以上間隔を空けて座る。 

 ᵔ 声を出しての応援を禁止する。 

 ᵕ 拍手による応援は認める。 

 ᵖ ゴミはすべて各自が持ち帰る。 

 ᵗ 控え部員、保護者等の取りまとめは、引率責任者が行う。 

 ᵘ 大会役員は、上記注意事項が守られているか定期的に会場内を巡回する。 

 

 対外試合（練習試合）について 

   感染リスクを回避する手立てを講じること。校舎内トイレ等使用する場合は、チームは手洗いの 

ハンドソープを用意する。また、消毒用アルコールも用意し消毒する。 
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●感染者が発生した場合 

 【選手が通う学校で感染者が発生した場合】 

ᵑ 学校の措置が最優先であることを基本に、休校になった場合は原則その学校は大会を辞退する。 

ᵒ 休校にならなかった場合でも、選手が感染しているなど、その状況によって判断し、辞退になるこ 

とはあり得る。 

 【チーム内で感染者が発生した場合】 

 ᵑ 保健所に相談するとともに北海道高体連事務局、北海道高体連テニス専門部、各支部テニス専門 

部に報告する。下記以外にも様々な事象があることから指導者のみで判断せず、関係各所にアドバイ 

スを受け賢明な判断をする。 

 ᵒ 指導者及び選手が感染した場合、その本人を活動停止（完全に治癒するまでの期間）とする。 

 ᵓ 指導者及び選手が濃厚接触者として指定された場合、PCR 検査か健康観察期間が終わるまでの期 

  間、活動を停止する。 

 ᵔ 指導者及び選手の同居人が濃厚接触者でも、本人が濃厚接触者として指定されず、しかも症状が 

ない場合は活動可能。 

 ᵕ 感染者等が発生した場合、保健所等の追跡調査に協力する。必要に応じて、北海道高体連テニス専 

門部、各支部テニス専門部に報告する。 

 ᵖ 感染者が発生した場合は、北海道高体連等の関係団体等と協議の上、チームの活動停止、大会出場 

停止などの判断を下すことがある。 

 ᵗ 誰が、いつ、どこで感染してもおかしくないという共通認識を持って、偏見などが起こらないよう  

に対応して下さい。感染者や濃厚接触者が出ることで、プライバシーの問題やチーム内での孤立が 

往々に起こる可能性がありますので、十分に理解を得られてから活動をするようにして下さい。 
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